
（全９枚中の１枚目）                                         

 

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

（ １ ～ ３ はすべての受験者が解答すること） 
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※何も記入 

しないこと 

16 

４ 

４ 

４ 

４ 



（全９枚中の２枚目） 

 

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

２ 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

※何も記入 

しないこと 

４ 

４ 

４ 
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（全９枚中の３枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

 

 

 

（２） 

 

 

 

（３） 

 

 

 

（４） 

 

 

 

（５） 

 

 

 

（６） 

 

 

 

（７） 

 

 

 

（８） 

 

 

 

（９） 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ １ 

２ 

２ 

２ 

２ 

16 

※何も記入 

しないこと 

２ ２ 



（全９枚中の４枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

４ （中学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

  𝑥 = 4 + √10 を代入して，                                   

         √𝑥2 − 6𝑥 + 5 

 ＝√(4 + √10)
2

− 6(4 + √10) + 5 

  = √7 + 2√10 

＝√(√5 + √2)
2
 

 ＝√5 + √2 

（２） 

両辺を１００倍して，                                      

 (2𝑥 − 6)(5𝑥 + 30) = 100 

  10𝑥2 + 30𝑥 − 280 = 0 

両辺を 10でわって， 

 𝑥2 + 3𝑥 − 28 = 0 

 (𝑥 − 4)(𝑥 + 7) = 0 

よって， 𝑥 = 4, −7 

（３） 

移したみかんの個数を 𝑥 個とすると，                              

（移動後のＡのかごのみかんの総数）：（移動後のＢのかごのみかんの総数）＝３：４ より， 

 (28 − 𝑥) : (28 + 𝑥) ＝ ３：４ 

よって，4(28 − 𝑥)＝3(28 + 𝑥) 

    −7𝑥 = −28 

    𝑥 = 4   移したみかんの個数は４個 

（４） 

① 

三平方の定理を利用して，                                 

ＭＮ＝√62 + 62 = 6√2 

四角形ＢＭＮＤは長方形で，ＢＭ＝３，ＭＮ＝6√2 より， 

ＢＮ＝√32 + (6√2)
2
=√9 + 72 = √81 = 9 

よって，ＢＮ＝９( cm ) 

② 

ＡＭ＝√62 + 32 = √45 = 3√5                                                           

同様にＭＧ，ＧＮ，ＮＡの長さも3√5となるため， 

四角形ＡＭＧＮはひし形である。 

対角線ＡＧは立方体の対角線の長さより， 

ＡＧ＝√62 + 62 + 62 = 6√3 

ひし形の面積は（対角線ＡＧ）×（対角線ＭＮ）÷２より， 

6√3 × 6√2 ÷ 2 = 18√6     

よって，求める四角形の面積は18√6 𝑐𝑚2 

16 

※何も記入 

しないこと 

３ 

４ 

３ 

３ 

３ 



（全９枚中の５枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

５ （中学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

記号     ウ 
 

理由 

①の直方体が，３つの直方体の中で１番底面積が大きい。 

よって，毎分同じ量の水を入れた時に水の深さの変化の仕方が小さくなり，グラフの傾きが小さく

なるから。 

（２） 

３の倍数になるためには，各位の和が３の倍数になればよいので， 

（０，１，２），（０，２，４），（１，２，３），（２，３，４） 

のいずれかの組合せになればよい。 

（ⅰ）（０，１，２），（０，２，４）の場合 

   百の位が０以外の数になるので， 

   ２×２×１＝４（通り） 

（ⅱ）（１，２，３），（２，３，４）の場合 

   ３×２×１＝６（通り） 

よって，４×２＋６×２＝２０（通り） 

（３） 

高さを ℎとすると，三平方の定理より，(
𝑎

2
)

2
+ ℎ2 = 𝑎2 

ℎ2 =
3

4
𝑎2 ，ℎ > 0であるから，ℎ =

√3

2
𝑎 

よって，正三角形の面積は， 

 𝑆 =
1

2
× 𝑎 ×

√3

2
𝑎 =

√3

4
𝑎2 

（４） 

① 

Ａの位置の数を 𝑥 とすると，Ｂ＝𝑥 + 1，Ｃ＝𝑥 + 2，Ｄ＝𝑥 + 3，Ｅ＝𝑥 + 4である。 

Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＝６３４より， 

(𝑥 + 1) + (𝑥 + 2) + (𝑥 + 3) + (𝑥 + 4)＝６３４ 

４𝑥＝６２４ 

よって，𝑥＝１５６ 

② 

ｎ番目，１８番目のＡの位置の数は，それぞれ５ｎ―４，８６である。 

これより， 

（５ｎ―４）＋２＝３×（８６＋３）＋１ 

５ｎ＝２７０ 

よって，ｎ＝５４ 

※何も記入 

しないこと 

３ 

４ 

３ 

17 

２ 

２ 

３ 



（全９枚中の６枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

６ （中学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

① 見方・考え方 ② 技能 ③ 活用 

④ 生活 ⑤ 過程 
 

（２） 

① 

【予想される生徒の誤答例】 

図２の六角形を，正六角形と考えて計算する以下のような誤答が考えられる。 

六角形の辺の長さが２ｃｍより，円の半径は六角形の辺の長さの半分だから，１ｃｍになる。 

Ａ＝1 × 1 × 𝜋 ×
120

360
× 6＝ 2𝜋 

Ｂ＝1 × 1 × 𝜋 ×
240

360
× 6＝ 4𝜋 

これより，Ｂ－Ａ＝４π－２π＝２π（cm２） 

 

この他，適切な誤答例を記述しているものを正解とする。 

【指導上の留意点】 

与えられた図形は正六角形ではないことを確認させた上で，おうぎ形の面積を，それぞれのおうぎ

形の中心角が分からなくても，ｎ角形の内角の和が１８０°×（ｎ－２）であることを活用して求

めることができることに気付かせるように指導することにより，生徒が間違った点を理解させるこ

とに留意する。 

 

この他，適切な指導上の留意点を記述しているものを正解とする。 

② 

ｎ角形の辺の長さを２ｒとおくと，円の半径はｒとなる。                 

Ａ＝ 𝑟 × 𝑟 × 𝜋 ×
180×(𝑛−２)

360
 

Ｂ＝ 𝑟 × 𝑟 × 𝜋 ×
360×𝑛−180×(𝑛−２)

360
 

これより， 

Ｂ－Ａ＝ 𝑟 × 𝑟 × 𝜋 ×
360×𝑛−180×(𝑛−２)

360
 － 𝑟 × 𝑟 × 𝜋 ×

180×(𝑛−２)

360
 

    ＝ 𝑟 × 𝑟 × 𝜋 ×
360×𝑛−180×(𝑛−２)−180×(𝑛−2)

360
 

    ＝  𝑟 × 𝑟 × 𝜋 ×
360+360

360
 

       ＝  (𝑟 × 𝑟 × 𝜋) × 2 

    ＝ 2𝜋𝑟2 

よって，Ｂ－Ａは，ｎ角形の辺の長さの半分を半径とする円２つ分の面積になる。 

※何も記入 

しないこと 

３ 

３ 

19 

３ 

２ ２

2 

２ 

２ ２ 



（全９枚中の７枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

７ （高等学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

４ 

※何も記入 

しないこと 

４ 

４ 

16 



（全９枚中の８枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

８ （高等学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

12 

※何も記入 

しないこと 

16 



（全９枚中の９枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑧ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

９ （高等学校受験者のみ解答すること） 

 

 

（１） 

① 見方・考え方 ② 微分・積分 ③ 技能 

④ 過程 ⑤ 活用   

（２） 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 

20 

３ 

※何も記入 

しないこと 

２ ２

2 

２ 

２ ２ 


